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〔
最
高
裁
民
訴
事
研
究
二
〇
五
〕

昭
五
六
伯
　
（
撮
驕
嘱
糞
一
症
賭
）

　
一
、
譲
渡
担
保
権
者
と
第
三
者
異
議
の
訴
え

　
二
、
譲
渡
担
保
権
者
が
目
的
物
件
に
つ
き
自
己
の
債
権
者
の
た
め
に
更
に
譲

　
　
渡
担
保
権
を
設
定
し
た
場
合
と
第
三
者
異
議
の
訴
え

　
　
第
三
者
異
議
事
件
（
昭
五
六
・
一
二
・
一
七
第
一
小
法
廷
判
決
）

　
　
Y
、
（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
昭
和
五
二
年
八
月
二
〇
日
A
に
対
す
る
広
島
法

　
　
務
局
所
属
公
証
人
何
某
作
成
昭
和
四
九
年
第
三
二
八
六
号
公
正
証
書
の
執
行
力
あ
る

　
　
正
本
に
基
づ
ぎ
、
中
空
成
型
機
V
T
P
l
五
五
（
鳥
羽
製
作
所
製
造
）
二
基
（
以
下

　
　
本
件
物
件
と
い
う
）
に
つ
ぎ
、
照
査
手
続
を
し
た
。
A
は
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・

　
　
被
上
告
人
）
に
対
し
、
昭
和
四
九
年
一
〇
月
上
旬
か
ら
昭
和
五
〇
年
四
月
九
日
ま
で

　
　
の
間
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
加
工
賃
及
び
原
料
代
と
し
て
九
八
○
万
五
〇
八
四
円

　
　
の
債
務
を
負
担
し
て
い
た
が
、
右
同
日
、
X
と
の
間
で
、
右
金
額
を
同
年
五
月
一
〇

　
　
日
か
ら
同
年
八
月
一
一
二
日
ま
で
の
間
に
六
回
に
分
割
し
て
支
払
い
、
右
支
払
を
担
保

　
　
す
る
た
め
本
件
物
件
の
所
有
権
を
X
に
譲
渡
し
、
A
が
債
務
を
完
済
し
た
と
ぎ
は
本

　
　
件
物
件
の
所
有
権
は
当
然
同
人
に
復
帰
す
る
旨
の
譲
渡
担
保
契
約
を
締
結
し
、
占
有

　
　
改
定
の
方
法
に
よ
り
そ
の
引
渡
を
了
し
た
と
こ
ろ
、
は
じ
め
の
三
回
分
の
分
割
金
を

　
　
支
払
つ
た
の
み
で
、
そ
の
後
遅
滞
に
陥
り
、
残
り
三
回
分
の
分
割
金
合
計
五
九
一
万

　
　
七
二
五
円
を
支
払
わ
な
い
。

　
　
X
は
、
本
件
物
件
を
A
方
か
ら
搬
出
し
た
う
え
、
昭
和
五
二
年
二
月
二
八
日
、
B
と

　
　
の
間
で
、
本
件
物
件
に
つ
ぎ
譲
渡
担
保
契
約
（
す
な
わ
ち
再
譲
渡
担
保
契
約
）
を
締

結
し
た
。
Z
は
Y
を
相
手
に
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
提
起
、
第
一
審
が
Z
の
講
求
を

認
容
し
、
第
こ
審
も
ま
た
Y
の
控
訴
を
棄
却
し
た
の
で
、
Y
か
ら
上
告
。

最
高
裁
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。
日
く
、
　
「
譲
渡
担
保
権

者
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
譲
渡
担
保
権
者
た
る
地
位
に
基
づ
い
て
目
的

物
件
に
対
し
譲
渡
担
保
権
設
定
者
の
｝
般
債
権
者
が
し
た
強
制
執
行
の
排
除
を
求
め

る
こ
と
が
で
ぎ
る
も
の
と
解
す
べ
ぎ
と
こ
ろ
」
（
判
旨
第
一
点
）
、
「
譲
渡
担
保
権
者

が
そ
の
目
的
物
件
に
つ
ぎ
自
己
の
債
権
者
の
た
め
に
更
に
譲
渡
担
保
権
を
設
定
し
た

後
に
お
い
て
も
、
右
譲
渡
担
保
権
者
は
、
自
己
の
有
す
る
担
保
権
自
体
を
失
う
も
の

で
は
な
く
、
自
己
の
債
務
を
弁
済
し
て
こ
れ
を
取
り
戻
し
、
こ
れ
か
ら
自
己
の
債
権

の
満
足
を
得
る
等
担
保
権
の
実
行
に
つ
い
て
固
有
の
利
益
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
前

記
の
強
制
執
行
に
対
し
譲
渡
担
保
権
者
た
る
地
位
に
基
づ
い
て
そ
の
排
除
を
求
め
る

権
利
ぢ
依
然
と
し
て
こ
れ
を
保
有
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」

（
判
旨
第
二
点
）
、
と
。

　
判
旨
は
正
当
で
あ
る
。

　
判
旨
第
｝
点
は
従
来
の
判
例
を
踏
襲
す
る
も
の
だ
が
、
仮
登
記
担
保
に
関
す

る
最
高
（
大
）
判
昭
和
四
九
年
一
〇
月
二
三
日
以
後
に
も
、
譲
渡
担
保
に
つ
い

て
は
従
前
の
判
例
理
論
が
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
点
に
、
意
義
が
あ
ろ

う
。
そ
う
し
て
、
譲
渡
担
保
は
、
「
担
保
」
た
る
と
同
時
に
ヨ
リ
多
く
「
譲
渡
」

担
保
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
優
先
弁
済
の
訴
え
の
み
を
認
め
よ
う
と
す
る
学



界
に
優
勢
な
傾
向
に
も
拘
わ
ら
ず
、
判
旨
の
よ
う
に
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
認

め
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
（
伊
東
「
第
三
者
異
議
の
訴
」
民
事
訴
訟
法
演
習
互
一
四
二

頁
以
下
（
そ
の
一
四
五
頁
V
、
同
「
譲
渡
担
保
と
第
三
者
異
議
の
訴
」
判
例
評
論
二
一
八

号
三
四
頁
以
下
、
中
野
「
譲
渡
担
保
権
者
と
第
三
者
異
議
の
訴
」
強
制
執
行
破
産
の
研
究

九
七
頁
以
下
、
同
「
譲
渡
担
保
・
所
有
権
留
保
と
強
制
執
行
」
判
例
問
題
研
究
強
制
執
行

法
四
四
頁
以
下
、
参
照
）
。

　
判
旨
第
二
点
が
新
し
い
間
題
で
、
本
件
で
も
焦
点
を
な
す
わ
け
だ
が
、
譲
渡

担
保
権
者
に
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
お
こ
す
資
格
を
認
め
る
以
上
、
そ
の
資
格

が
再
譲
渡
担
保
契
約
の
締
結
に
よ
つ
て
失
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
の
も
当
然
で
あ

ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
再
譲
渡
担
保
の
自
由
が
制
約
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ

つ
て
、
再
譲
渡
担
保
に
ょ
り
第
三
者
異
議
の
原
因
た
る
所
有
権
が
失
わ
れ
る
筈

だ
と
の
異
論
も
、
形
式
論
に
す
ぎ
な
い
。
譲
渡
担
保
権
の
設
定
に
よ
つ
て
、
設

定
者
の
も
と
に
は
目
的
物
件
上
の
従
前
の
設
定
者
の
権
利
か
ら
算
術
的
に
所
有

権
を
マ
イ
ナ
ス
し
た
も
の
が
残
る
の
で
は
な
く
、
担
保
権
者
に
は
表
面
的
な
所

有
権
が
移
転
す
る
と
と
も
に
、
設
定
者
に
は
潜
在
的
な
所
有
権
が
残
る
と
い
う

よ
う
に
、
立
体
的
な
所
有
権
帰
属
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
事
の
実
質
は
損
わ

れ
よ
う
。
再
譲
渡
担
保
契
約
設
定
の
の
ち
に
も
、
そ
の
設
定
者
の
も
と
に
は
潜

在
的
所
有
権
が
残
る
の
で
あ
つ
て
、
表
面
的
所
有
権
と
も
ど
も
、
こ
う
し
た
潜

在
的
所
有
権
も
ま
た
、
第
三
者
異
議
の
訴
え
の
異
議
事
由
と
し
て
充
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
乾
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花
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文
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